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●第 3回「きょうと☆いきものフェス！」が 9月 27・28 日に開催され 12000 人の参加(昨年 11000 人) 

里山の会は、この取り組みが

環境問題を中心にして植物動

物などの生き物に関心持つ京

都府下の諸団体が交流を深め

合うこと。近畿では府県立の

博物館が無いのは京都府と奈

良県であり、多くの収集家が

集めてこられた標本類が行き

場所を失い貴重な資料が廃棄

されていくときに博物館実現

へ向かう取り組みになるなら

と協力を惜しまず参加しまし

た。里山の会は、得意の竹蛇

籠製作講習会の開催と京田辺

市ナンキンハゼの白い実に着

色した松かさツリー作り、プ

ラスチック製品による海ゴミ

対策と繁茂する竹林に悩む農

業問題、障がい者の手作業不

足などを課題に挑む竹サイン

ペン製作の工作つくりで参加

いたしました。予想を超える

多額の協力金を頂戴出来まし

た。また活動発表の部では里

山農園で蝶の観察を続けたき

た 2人の中学生が元気に発表

を行い、多くの参加者から高

い評価をいただきました。 

7 日前の 9月 21 日には京都府

山城広域振興局主催のやまし

ろごちそうフェスタという凄

いイベントに初めて参加して

持てる力を精一杯発揮しまし

た。一週間後にこのいきもの

フェスに参加出展し、その 3

日後には国交省近畿地方整備

局主催の RAC アシスタントリ

ーダー養成講座に 6名が出席

して川での取組むイベントに

ついて主催者としての力量ア

こ ツリー 

子ども達も力を出して蛇籠組立網に協力してくれました！ 有難う‼ 



ップに挑戦いたしました。10 月 4 日にはイタセンパラ

の復元を目指すとして外来魚駆除を主目的にする第 3

回目の子どもつり大会を開催いたします。間髪を入れ

ず連続したイベントの連続でこのような取り組みがよ

く開催できるものだと感心しています。 

 

●河川協力団体 私たち里山の会は国交省と連携協力して

川の課題を解決していく団体をして承認を受けています。 

長年木津川での希少植物の調査観察活動、そして子ど

も達との魚とりなどの学習実践の展開などの評価があ

り、現在では木津川希少植物植生調査管理業務を受注

できるところに到達しています。2015 年度から始めた

木津川本川での竹蛇籠製作設置、この技術を生かした

中聖牛設置は伝統河川工法として官民学の共同川づくりの取組として大きな実績を収められてき

ました。先ほどのいきものフェスでもデモンストレーションが認められ金沢や他府県から実習に

参加をいただくように広がりが見られるようになってきました。 

 

●子ども魚つり大会 いよいよ開催日が迫ってきました。 10 月 4 日(土) 

今年の参加申し込みは 13 家族（大人 13 人・こども 15 人）で、多少の変動はあります。 

本年も昨年に引き続いて参加費無料とし

ています。 

この魚つりにむけ、つり場までの道作り

に草刈りが大変でした。特に道には、大

きくなった草が覆いかぶさり、ハンマー

ナイフモアでは刈り切れず、まずは刈り

払い機を振り回してこれらの草を刈り取

りました。またつり場作りでも、池の近

くはハンマーナイフモアでは刈れず、こ

こでも刈り払い機で刈らねばならず手間

がかかりました。 

竹門先生や福井さん、太田さん、森島さ

んには大変お世話になりご奮闘いただき

ました。こうした皆さんのご協力があっ

て本日が迎えられたのです。今日一日。

一回の取組に終わらせるのではなく、日

ごろからの会場整備のためのご協力ご支

援をぜひお願いいたします。故郷の川に

特別天然記念物のイタセンパラを復活さ

せることが出来る川を目指してゆきまし

ょう。ご協力をお願いいたします。 

第 3回 木津川 子ども魚つり大会 


